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令和 6年度第 2回ふるさと教育・観光教育等実践事例交流会 令和 6年 12月 17日 

 

北海道固有の歴史を物語るふるさと・観光教育資源 

古代集落遺跡群について 

 

北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課 

１ 情報提供の趣旨 

縄文時代のあと、北海道の歴史は本州以南とは異なる道筋をたどる。本州以南でこの時期に国家が形作

られて発展する過程が義務教育の学習対象となる一方、児童生徒が同じ時期の北海道の歴史を学ぶ機会は

少ない。 

しかし、この時期の状況を示す遺跡は道内各地に多く残り、それを学ぶことは、地域に固有の歴史やア

イヌ文化の由来を理解するために役立ち、国家というものの意味を広い視点から理解させる効果をもつ。 

北海道にしかなく、また児童生徒の身近に実物のある教育資源として、「北海道の文化遺産等」をテーマ

としたふるさと・観光教育にこの遺跡群を活用していただきたい。 

 

２ 遺跡群の内容・特徴 

隣接する本州や現ロシア極東・中国東北地方などの地域に国家が形成されていった時期（概ね紀元前 4

世紀から紀元後 12 世紀）に北海道に住んだ人々の居住や埋葬の跡やそこからの出土品などの文化財群を

包括して「北海道古代集落遺跡群」と名付けた。 

多数の竪穴住居のある集落跡や複数の家族が住んだとみられる大型住居跡、自然と人間との密接な関係

を反映する貝塚や、固有の精神文化を反映した祭祀的施設などがある一方、都城・宮殿・官衙・寺院・陵

墓など、国家を特徴づける遺跡はない。 

この遺跡群は、隣接地域で国家の形成が進んだとき、北海道がそれとは異なる歴史を辿ったことを物語

る。また、アイヌの人々とその文化の由来が古代に遡ることを示し、民族共生の意味を理解するうえで重

要な役割を果たす。 

なお、古代集落遺跡群は北方領土を含む道内各地に満遍なく所在する点で、地域に根差した学習に適し

ている。具体的な文化財の例については、パンフレット『北海道の古代集落遺跡群』 北海道の古代集落遺

跡 IV - 関連情報 (google.com) などを参照されたい。 

 

３ 教育的活用への協力 

道と関係 33 市町の教育委員会及び（公財）北海道埋蔵文化財センターは、この特色ある文化財群の保

存・活用を推進するため、令和 4年 3月に「北海道古代集落遺跡群保存活用協議会」を設置し、本年 3月、

協議会内の共通理解と今後の取組みの方向性を示す「保存活用指針」を策定した。 北海道古代集落遺跡群

保存活用協議会 - 教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課 (hokkaido.lg.jp) 

この「指針」では「遺跡群の価値が地域における児童生徒の教育に活用されるよう、学校教育とも協力

して取り組む」目標を掲げていることから、この文化財群を活用した各学校でのふるさと・観光教育の実

践に対しては、文化財・博物館課や当該・近隣市町の文化財担当部局、公益財団などが協力に努めてまい

りたい。 

 

 

問合せ・相談窓口：文化財・博物館課文化財調査係 担当 西脇主任 

電話（011）231-4111内線 35-626 nishiwaki.tunao@pref.hokkaido.lg.jp 

https://sites.google.com/view/ancientsettlementshokkaidoiv/%E9%96%A2%E9%80%A3%E6%83%85%E5%A0%B1
https://sites.google.com/view/ancientsettlementshokkaidoiv/%E9%96%A2%E9%80%A3%E6%83%85%E5%A0%B1
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/201116.html
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/201116.html
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関係文化財の例： 

針入れ（オホーツク文化） 

弁天島貝塚竪穴群 

根室市教育委員会提供 

墓の副葬品（擦文文化） 

重要文化財「西島松 5 遺跡

出土品」 

恵庭市教育委員会提供 

集落跡（擦文文化） 

道指定史跡「シブノツナイ竪

穴住居跡」 

湧別町教育委員会提供 


